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航空と私たちの暮らしは、どのように関わっているのでしょうか。質問

● 昨今のグローバル化した世界において、航空は私たちの暮らしには⽋かせ
ない存在となっています。

航空は、国内外でのビジネス活動、観光客の往来、⼤切な友⼈との交流、家族とのつな
がりなどを陰ながら⽀えています。その中で、新たな⼈の出会いや体験を⽣み出してい
ます。
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⽇常⽣活においても、⾷卓に並ぶ野菜や⿂介、またスマートフォンなどの精密機器など、
航空により運ばれているものが⽣活にたくさん溶け込んでいます。

⽻⽥空港のいま
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地⽅と⾸都圏、そして世界をつなぐ⼤切な役割を果たしています。

⽻⽥空港のいま

⽻⽥空港の役割について教えてください。質問

●⽇本の経済・社会を⽀えてきた⽻⽥空港。地⽅と⾸都圏、そして世界をつ
なぐ⼤切な役割を果たしています。

●⼈⼝減少社会を迎えた⽇本で、これからも⽇本の成⻑を⽀える空港である
ためには、⽻⽥空港をさらに世界に開くことが必要と考えています。

⽻⽥空港は4本の滑⾛路と3カ所の
旅客ターミナル（国内2、国際1）
があります。
また、都⼼からの距離は、わずか
15kmとアクセスも便利です。

国内外に豊富な路線を有する⽻⽥空港。⾸都圏と世界をつなぐだけでなく、⽻⽥空港を
通じて地⽅と世界もつないでいます。
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⽻⽥空港は⽇本の成⻑、地域の発展を⽀えてきました。

⽻⽥空港のいま

旅客ターミナルや滑⾛路の整備により、⽇本の経済・社会を⽀えてきた⽻⽥空港。
⽇本の成⻑、地域の発展に併せて、⽻⽥空港も進化してきました。

1964年（旧Ｃ滑⾛路完成） 1971年（旧B滑⾛路延伸） 1988年（現A滑⾛路完成）

1997年（現C滑⾛路完成） 2000年（現B滑⾛路完成） 2010年（D滑⾛路完成）



⽻⽥空港のいま

2010年に４本⽬の滑⾛路の整備により増便が可能となり、国際定期
便が再び就航した⽻⽥空港。
⽇本の成⻑、地域の発展に、より⼤事な役割を果たすようになりました。

「都⼼から近く」、「24時間オープンしている」という強みを⽣かし、観光やビジネス
をよりしやすい環境にしています。

さらに、外国企業の拠点や海外ビジネスを呼びこんでいきます。
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⽻⽥空港のいま

世界的に⾒てもアジアの航空需要が⼤幅に増加するなかで、将来想定される国際線の需
要増に対応するためにも、成⽥空港とともに⽻⽥空港のさらなる国際化のための⽅策を
早急に考える必要があります。

⽻⽥空港の現状について教えてください。質問

● ⽻⽥空港は、深夜・早朝の時間帯を除き、現在、フル稼働の状況です。

● ⼈⼝減少社会を迎えた⽇本で、これからも⽇本の成⻑を⽀える空港であ
るためには、⽻⽥空港をさらに世界に開くことが必要と考えています。

⽻⽥空港は、深夜・早朝の時間帯を除いて現在フル稼働しており、国際線の需要が集中
する時間帯において、これ以上国際線を増やすことができません。
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⽻⽥空港のいま

⽇本の経済・社会にとって必要不可⽋な⽻⽥空港。
これからも⽇本の成⻑を⽀えるため、さらに世界に開くことが必要です。

⼈⼝減少社会を迎えた⽇本で、私たちがこれからも豊かな⽣活を実現していくためには、
⽻⽥空港の国際線の増便が⽋かせません。

東京オリンピック・パラリンピックを
円滑に開催

2020年に開催される東京オリンピック・パラリンピック競技⼤会
で、世界各国から来⽇する⼤会関係者、選⼿、観客などをお
出迎えし、⼤会を成功させることが必要です。

地⽅を元気に

⾸都圏の国際競争⼒を強化
都⼼からのアクセスも便利な⽻⽥空港。アジアの都市との競争
を勝ち抜き、世界中からヒト・モノ・カネを東京に呼び込みます。

⽻⽥空港の豊富な国内線と国際線を結ぶことで、⽇本各地と
世界の交流を活発化させ、世界の成⻑の果実を地⽅にもお届
けします。

より多くの外国⼈観光客をお迎え
増加する外国⼈旅⾏者をさらに呼び込み、買い物や宿泊をして
もらうことで⽇本全国の経済を活性化させます。

これからも、⽇本の成⻑を⽀える空港です
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⽻⽥空港の国際線を増やすためには

現在、滑⾛路はどのように使われているのですか。質問

● ⾵向きにあわせて２通りの滑⾛路の使い⽅があります。
離着陸する航空機の⾶⾏経路は、騒⾳の影響を減らすため、東京湾上空
を有効に使って設定されています。

Ｑ１ ⽻⽥空港の滑⾛路の使い⽅や⾶⾏経路は、どのようになっていますか。

○ 南⾵と北⾵が多くみられる⽻⽥空港では、⾵向きに合わせて２通りの滑⾛路の使い⽅が
あります。

○ 離着陸する航空機の⾶⾏経路は、騒⾳の影響を減らすため、東京湾上空を有効に使って
設定されています。
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Ｑ２ 航空機が安全に離着陸するためのルールを教えてください。

○ 航空機が空港に離着陸するためには、滑⾛路の使い⽅や⾶⾏経路に関して安全のために
定められた国際的なルールがあります。

⽻⽥空港の国際線を増やすためには

【 ル ー ル ① 】 航 空機 は⾵ に 向 か っ て 離 着陸 し な け れ ば な り ま せ ん 。
• 航空機が安全に離着陸するためには、⾵に向かって⾶ぶ必要があります。このため、滑⾛路の使い⽅は、空港周辺の

⾵向きによって決まります。

• 空にも地上と同様に航空機が⾶⾏すべき「みち」（⾶⾏経路）があります。空港に離着陸する航空機は、⾼い建築
物などの地上の障害物等と⼗分な間隔が確保された⾶⾏経路を⾶⾏する必要があります。

• 特に着陸の際には、航空機は電波により⾃分の位置を確認しながら、国際基準により定められた⼀定の⾓度（３
度）で滑⾛路に向かって直進しながら降下します。

【 ル ー ル ② 】 航 空機 は空 の 「 み ち 」 を ⾶ ⾏ し ま す 。

【 ル ー ル ③ 】 航 空機 は他 の航空機 と ⼗分 な間隔 を 確保 す る 必要が あ り ま す 。
• 航空機は⾼速で⾶⾏するため、航空機同⼠が⼗分な間隔を確保する必要があります。⽔平⽅向（距離）、垂直⽅

向（⾼度）にどの程度の間隔を確保する必要があるかは、国際基準により定められています。
• ⼀つの滑⾛路は、⼀度に⼀機の航空機しか使⽤することができません。また、航空機は、突⾵などにより途中で着陸を

取りやめ再び上昇する場合があるため、他の滑⾛路に着陸する航空機との間隔にも注意をする必要があります。

Ｑ３ 南⾵時の現在の使い⽅を詳しく教えてください。

○ 海側（浦安沖）から到着し、海側（⽊更津沖）へ出発します。４本の滑⾛路を効率的に
使うことで、１時間当たり８０回の離着陸が可能です。
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Ｑ４ 北⾵時の現在の使い⽅を詳しく教えてください。

○ 海側（⽊更津沖）から到着し、海側（浦安沖）へ出発します。３本の滑⾛路を効率的に
使うことで、１時間当たり８０回の離着陸が可能です。

⽻⽥空港の国際線を増やすためには

Ｑ５ 北⾵時と南⾵時の切り替えは、どのように決まっているのですか。

○ 滑⾛路の切り替えについては、管制官が、⾵向、⾵速などの気象状況に基づき、気象予
報、交通量、交通流など（ときにはパイロットからの助⾔も得つつ）あらゆる情報を勘
案しつつ判断しています。

Ｑ６ 発着枠に余裕のある深夜・早朝時間帯を使えば良いのではないですか。

○ 国際線については、⽇本の地理的位置や時差等から、就航需要のある時間帯については、
どうしても偏りが⽣じることとなります。

○ 特に、15:00〜19:00の時間帯には国際線の需要が集中することとなり、こうした時間
帯を中⼼に発着回数を増やすことが必要です。
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⽻⽥空港の国際線を増やすためには

今回の提案内容を、簡単に教えてください。質問

● ⽻⽥空港の今の使い⽅のままでは、増やすことができる便数は限られて
います。将来に向け便数をさらに増やすためには、滑⾛路の使い⽅と⾶
⾏経路を⾒直す必要があります。

● 今後、住⺠の皆様のご意⾒、ご質問、ご懸念等を聴かせていただいた上
で、環境対策のあり⽅、新⾶⾏経路の運⽤⽅法等、より環境影響に配慮
した⽅策を策定していきます。
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⽻⽥空港の国際線を増やすためには
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Ｑ１ 今の滑⾛路の使い⽅のままで、便数を増やすことはできないのですか。

○ 航空機は、安全のため、他の航空機と⼗分な間隔を確保する必要があります。現在のよ
うに、東京湾上空に⾶⾏経路を設定し、海側から到着し、海側へ出発する⽅法では、１
時間当たりの発着回数は現⾏の８０回から８２回までしか増やすことはできません。

○ 従来からの考え⽅や⽅法を踏まえながら、同時に、時間帯で⼤きく異なる国際線の航空
需要に対応するためには、環境影響等に配慮しつつ、需要の⾼い時間帯において、より
効率的に滑⾛路や⾶⾏経路を使う⽅策を考えていくことが必要です。

⽻⽥空港の国際線を増やすためには

Ｑ２ 滑⾛路の使い⽅や⾶⾏経路について、便数が増えるような⽅策は他にな
いのですか（南⾵時）。

○ 南⾵時の滑⾛路の使い⽅について、安全を前提に様々なケースを検証した結果、２つの
ケースのみにおいて便数が増える可能性があることが判りました。

○ さらに、そのうちの１つは、滑⾛路やその周辺での航空機同⼠の交錯が多く、発着回数
がわずかしか増えず（１時間あたり８４回まで）、都⼼側から到着、海側（川崎沖・⽊
更津沖）へ出発する⽅法が最も効率的であることがわかりました（同９０回）。

○ 今回は、この最も効率的な滑⾛路の使い⽅に合わせ、新しい⾶⾏経路を提案しています。

「⼀時間あたり90回の離着陸が可能」

「⼀時間あたり84回の離着陸が可能」
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Ｑ３ 滑⾛路の使い⽅や⾶⾏経路について、便数が増えるような⽅策は他にな
いのですか（北⾵時）。

○ 北⾵時については、海側（⽊更津沖）から到着、海側（浦安沖）へ出発する現在の滑⾛
路の使い⽅が最も効率的であり、⾒直しを⾏う必要はありません。ただし、東京湾上空
の混雑により出発機の便数が制限されているため、⾶⾏経路を⾒直す必要があります。

○ この場合において、航空機の間隔を⼗分確保した⾶⾏経路とすることで、Ｄ滑⾛路から
の出発機の有無に関わらず、Ｃ滑⾛路から離陸することができます。

○ 航空機（⾶⾏経路）の間隔を⼗分に確保するためには、何らか陸上に⾶⾏経路を設定す
る必要がありますが、東京湾上空でできるだけ⾼度を確保した上で、⽐較的広い河道を
持つ荒川の上空を利⽤してさらに上昇する⽅法が騒⾳影響を軽減する上で最も良い⽅策
と考えています。

⽻⽥空港の国際線を増やすためには

Ｑ４ 新たな滑⾛路を作ればよいのではないですか。

○ 東京湾上空や滑⾛路の周辺は⼤変混雑しています。

○ 仮に将来、新しい滑⾛路を作ったとしても、滑⾛路の使い⽅を⾒直し、⾶⾏経路を適切
に設定しなければ便数を増やすことはできないことがわかっています。

Ｑ５ 新たな空港を海上に作ればよいのではないですか。

○ ⽻⽥空港、成⽥空港に続く第３の空港を海上に作ることは、⻑期的な⽅策の⼀つとして、
従来より、調査・検討が⾏われてきました。

○ しかしながら、今ある施設の有効な活⽤、⼯事費⽤・時間、交通アクセスなど様々な観
点から、引き続き課題検討が必要と考えています。
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Ｑ６ 成⽥空港をもっと活⽤できないのですか。

○ ⼈⼝減少、少⼦⾼齢化が進む中、豊かな暮らしを⼦や孫の代に引き継ぐためには、今後
より⼀層諸外国との結びつきを深めていくことが重要です。そのためには、⽻⽥空港と
ともに成⽥空港も活⽤していく必要があり、両空港で国際線の増便が必要と考えていま
す。

○ また、既に、成⽥空港も国際線のニーズが⾼い時間帯は発着枠が⼀杯の状況にあり、増
便が難しい状況となってます。

○ ⽻⽥空港は、国内線のメイン空港としての機能を持ちつつ、国際線は内際乗継を含む⽇
本発着需要や⾼需要・ビジネス路線に対応していきます。⼀⽅成⽥空港は、国際線のメ
イン空港であり、際際乗継を含むグローバル需要、LCC、貨物需要に対応していきます。

○ このように⽻⽥空港及び成⽥空港の特性を最⼤限活かしながら、⾸都圏空港としての航
空機能を最⼤化することを⽬指していきます。

⽻⽥空港の国際線を増やすためには
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Ｑ7 南⾵時の新たな到着経路案について、⻑い直線部分を短くしたり、もっ
と空港の近くで合流させることはできないのですか。

○ 滑⾛路や経路の間隔があまり広くない場合において、航空機が互いに⼗分な間隔を確保
しながら安全に合流するためには、安全確保のため、合流時の⾼度差と、⼗分な直線区
間が必要となります。

○ また、航空機は、空港からの電波などを利⽤することで、天候にかかわらず、滑⾛路に
向かって⼀定の⾓度でまっすぐ降下することができます。

○ 航空機は、天候が悪くパイロットが滑⾛路を⽬で確認できない場合でも、直進する電波
を利⽤して、最適なコース（位置・⾼度）を⾶⾏しているかどうかを確認しながら着陸
します。

⽻⽥空港の国際線を増やすためには

旋回しながら着陸する場合

平⾏に着陸する場合

天候等により少しでも⾶⾏
経路から外れた場合、航
空機同⼠が衝突するリスク
が⾼まります。

⼗分な直線の⾶⾏経路を確
保し、電波を利⽤して⾃分の
正確な位置を把握しながら着
陸することで、安全に着陸がで
きます。
万⼀どちらかが⾶⾏経路から
外れた場合でも、速やかに回
避することができます。

※ ２つの⾶⾏経路が合流する際には、航空機同⼠の安全な間隔を確保
するため、国際基準に基づき、⼀定の⾼度差（1,000フィート：約300
ｍ）を確保することとされています。



Ｑ８ 北⾵時の新たな出発経路案が、朝の時間帯に運⽤することとされている
のはどうしてですか。

○ 朝の時間帯は出発需要が⾼く、現⾏の運⽤では需要に対応することができません。
○ 朝の時間帯の出発需要に対応するには、北⾵時には新⾶⾏経路を運⽤する必要がありま
す。（北⾵時に出発回数を増やすには、出発機同⼠の競合を解消する必要がありま
す。）

○ 航空機の間隔を⼗分確保した⾶⾏経路とすることで、D滑⾛路からの出発機の有無に関
わらず、C滑⾛路から離陸することができます。

19

⽻⽥空港の国際線を増やすためには

現⾏経路

北⾵時

新⾶⾏経路

競合を解消するには...

※ 南⾵時には、現⾏経路のままでも到着回数を抑えることで、出発需要に対応することができます。
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Ｑ９ 都⼼部の上空を⾶⾏する事例として、他にどのようなものがあるので
しょうか。

○ ⼤阪国際空港や福岡空港では、現在、市街地の上空を⾶ぶ⾶⾏経路があります。
○ また、ロンドンのヒースロー空港やニューヨーク周辺の空港等、海外の空港でも同様の
例があります。

⽻⽥空港の国際線を増やすためには

Ｑ10 今回の提案が実現した場合、国際線の便数はどのぐらい増えるのでしょ
うか。

○ 滑⾛路の使い⽅・⾶⾏経路などを⾒直すことにより、深夜・早朝時間帯以外の国際線に
ついて、最⼤で年間約３．９万回（約１．７倍）の発着回数の増加が可能となる試算と
なります。

⾸都圏や⽇本各地と世界をさらに結びつけ、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技⼤会
の円滑な開催や、将来の経済・社会の維持・発展をより確かなものとします。
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聞こえる⾳の⼤きさや安全性について

どのように⾳は聞こえるのでしょうか。質問

● ⾼度が⾼いほど⾳は⼩さく、⾼度が低いほど⾳は⼤きくなります。

● 最新の航空機は、昔の航空機に⽐べ⼤幅に⾳が静かになっており、その
ような新しい航空機が⽇本の空で数多く使われています。

Ｑ１ 航空機からの⾳はどのように聞こえますか。

○ ⼀般に航空機が⼩さいほど⾳が⼩さく、⼤きいほど⾳も⼤きくなります。
○ ⼀般に⾼度が⾼いほど⾳は⼩さく、⾼度が低いほど⾳は⼤きくなります。また、着陸の
時と、離陸の時では、⾳の⼤きさが異なります。（着陸時の⾼さは全ての機種で同じで
すが、離陸時の⾼さは、機種や、燃料の搭載状況等により異なります。）

※１ 着陸は、計器着陸装置（ILS）を利⽤した進⼊を念頭においており、国際基準に基づき⼀定の⾓度（３度）で降下することを想定したものです。
※２ デシベル[ｄＢ]とは、⾳の⼤きさを⽰す単位。⼈間の聴覚特性を踏まえた騒⾳レベル（L_A[dB]）の瞬間最⼤値（想定）を⽰したものです。
※３ 騒⾳値は、国⼟交通省が、過去のデータベースから推計した最⼤値。実際には重量や気象条件により異なる場合があります。
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聞こえる⾳の⼤きさや安全性について

＜備考＞
1. 上表の騒⾳値は、過去の航空機騒⾳調査によって取得したデータベースから、⾶⾏経路下における地上観測地点での最⼤騒⾳値※を推計した値。

※ 航空機⼀機が観測地点の真上を通過する際に騒⾳値がピークを迎えるという前提にたって、計算上求められる騒⾳のピーク値。
2. 実際の騒⾳値は、離陸重量等の運航条件や⾵向等の気象条件によって変動する。
3. 上表に記載している機種は⽻⽥空港の2014年夏ダイヤにおいて、⼤型、中型、⼩型の各グループで構成⽐率上位2機種を例として選定。

※ 国⼟交通省推計値

着陸時（経路直下）

離陸時（経路直下）

※ 全国環境研協議会騒⾳調査⼩委員会「騒⾳の⽬安」、⾃動⾞の定
常⾛⾏騒⾳規制、国⼟交通省実測等による
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Ｑ２ 経路の側⽅や屋内では、どのように聞こえますか。

○ 航空機の⾳は、⾶⾏経路から離れると聞こえにくくなります。また、屋内では、建物の
遮⾳効果により、⾶⾏機の⾳は⼤幅に⼩さくなります。

○ また、近年の集合住宅等は、省エネ性能の向上等と相まって気密性が⾼まっており、
⼀般に⾼い遮⾳性能（標準的な集合住宅では概ね45dB程度の遮⾳性能）があるとされ
ています。

聞こえる⾳の⼤きさや安全性について

※⽇本建築学会「建築物の遮⾳性能基準と設計指針」

Ｑ３ 以前に⽐べ、航空機からの⾳が静かになったと聞きました。

○ 最新の航空機は、昔の航空機に⽐べ⼤幅に⾳が静かになっており、そのような新しい航
空機が⽇本の空で数多く使われています。

※「D－○○」とは、建築物の遮⾳性能を表すもの。たとえばD－45とは、概ね45dB程度の遮⾳性能があることを⽰す。
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聞こえる⾳の⼤きさや安全性について

Ｑ４ 影響をできるだけ⼩さくするため、どのような⽅策を考えていますか。

○ 騒⾳をできるだけ⼩さくするための⽅策を模索していきます。そして、安⼼して暮らせ
る環境の確保と社会の発展の両⽴に努めます。

○ 空港に近接する地域においては、
防⾳対策が必要となる場合があ
ります。

○ このような地域では、関係法令に
基づき、住宅防⾳⼯事などの対
策を確実に講じていく考えです。

Lden62dB以上
(第１種区域)

第１種区域 Lden62dB(WECPNL75)以上

第３種区域 Lden76dB(WECPNL95)以上 第２種区域 Lden73dB(WECPNL90)以上

概ね Lden57dB(WECPNL70)以上の区域

Lden73dB以上
(第２種区域)

Lden76dB以上
(第３種区域)

概ね Lden57dB以上

• 今回の提案では、新たな⾶⾏経路について、需要が集中する時間帯に限定して運⽤することで、環境にできるだけ
配慮することを想定しています。

• 今後、住⺠の皆様のご意⾒、ご質問、ご懸念等を聞かせていただいた上で、環境対策のあり⽅、新⾶⾏経路の運
⽤⽅法等、より環境影響に配慮した⽅策を策定していきます。

• たとえば、更なる低騒⾳機の導⼊を促していきます。そのため、⾳の静かな航空機が空港を使⽤する際の料⾦を安く
するなどの⽅策を検討していきます。



26

聞こえる⾳の⼤きさや安全性について

安全に問題はないのでしょうか。質問

● 安全の確保は、すべてに優先します。⾼い緊張感を持って⽇々の安全対
策にあたっています。

● 過去の事故からの教訓や技術開発を基に、安全対策を少しずつ積み重ね
ていくことによって、より⾼⽔準の安全が実現されるよう、関係者⼀同、
⽇々努⼒しています。

Ｑ１ どのように安全対策はとられているのですか。

○ 過去の事故からの教訓や新たな技術を踏まえ、より安全であるための対策を少しずつ積
み重ねて、航空機の安全な運航を⽀える各要素について何重もの安全対策がとられてい
ます。

○ さらに、各要素が相互に連携することでより⾼⽔準の安全が実現されるよう、関係者⼀
同⽇々努⼒しています。
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聞こえる⾳の⼤きさや安全性について

○ わずかな危険の兆候も⾒逃さず、確実に危険の芽を摘んでいきます。

• 事故の陰には、その何⼗倍もの危険な事態が、その陰にはさらにその何⼗倍もの安全が懸念される状況がある
と⾔われています。

• 事故をなくすため、安全に関する情報を幅広く収集し、安全が懸念される段階で危険の芽を摘み取り、事前に
防⽌しています。このほか、さらに関係者の⾃発的な情報提供を受け付ける仕組みも始めました。

それぞれの要素の安全確保

①機体のチェック

②パイロットの養成

③地上からの安全の⽀援

航空機は、エンジン・翼・胴体等の強度・構造・性能の細部にわたるまで国
際的な安全基準が設定されており、実際に使い始める前に⼀機ずつ国が安
全確認しています。
就航後も、資格を有する整備⼠を有し適切な施設や品質管理制度が整っ
ていることを国が認定した事業場において、細部にいたるまで国の基準に基
づき、出発の前後はじめ重層的に点検・整備をしています。
国は航空会社に対し、抜き打ちを含めた⽴⼊検査等により、厳正な監督を
⾏っています。

航空会社のパイロットとなるためには、最低でも２年以上の厳しい教育・訓
練を経た上で、国家試験に合格する必要があります。加えて、機種ごとに操
縦資格の取得が必要です。さらに機⻑となるには、７〜８年の乗務経験を
経た上で国の認定を受ける必要があります。
パイロットとなった後も、定期的訓練で技能を維持し審査に合格しなければ
操縦できません。また、定期的に全⾝にわたり詳細な⾝体検査を受けていま
す。

航空管制官が絶えず航空機を監視し、指⽰することで、安全な⾶⾏を⽀え
ます。
航空機・空港の位置に関する情報を、航空機と地上側の間で電波によって
やりとりすることで、雲等により視界が悪くても、安全な着陸を実現します。
航⾏中の航空機は、航空気象台から航空会社を通じ⾵向や⾵速等の情
報提供を受けています。
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聞こえる⾳の⼤きさや安全性について

Ｑ２ 離着陸時の安全は、⼤丈夫でしょうか。

○ 航空機の離着陸時の安全を確保するため、航空機は、離着陸途中にエンジントラブルが
発⽣しても安全な⾶⾏を継続できるなど、あらゆる場合を想定して設計されています。

○ また、航空機は、出発の前後における⽇常的な点検、整備を⾏っているほか、何段階も
の定期的検査において、細部までチェックされています。

○ さらに、パイロットは、国家試験に合格する必要があるとともに、技量を維持し、緊急
事態を含むあらゆる事態に対処できるよう、定期的な訓練を受けています。
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聞こえる⾳の⼤きさや安全性について

Ｑ３ 落下物がないか⼼配です。

○ 部品（ねじ、ボルトなど）や氷が、航空機から落下する可能性が指摘されています。
また、これらの落下物は、点検や整備が不⼗分である場合に発⽣すると⾔われています。

○ 国⼟交通省では、落下物が発⽣しないよう、航空会社への点検・整備徹底の指導、航空
機メーカーへの設計・製造・整備マニュアルへの反映の働きかけなどの対策に全⼒で取
り組んでいます。
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今後の進め⽅について

今後の検討や対話は、どのように進むのでしょうか。質問

● 住⺠の⽅々の多様なご意⾒を伺った上で、平成28年夏までに環境影響に
配慮した⽅策を策定していきます。

「双⽅向の対話」を２段階に分けて実施します。
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「⽻⽥空港のこれから」について、
皆様の声を是⾮お聞かせください。

今後の進め⽅について
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説明会（オープンハウス型）の開催場所
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